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五十嵐レポ=ト 紆鞣 纂辮霙に合わせて勝剣こして頑張つても
らえば」という発言が問題に。教育格差を是認する発言と。

私は、「身の丈に合 う」言葉自体は、悪い言葉ではないと考えている。

辞書で調べると、 「身の丈に合ったとい う形で、無理をせず、力相応に
対処すること。分相応」と書かれている。

例えとして、 「身の丈に合った経営」 「身の丈に合わせた生活を送る」
「身の丈を超える過大投資」 「身の丈外交」など。

私は社長塾を12年行っているが、まずは潰れない会社作 り。次に強いも
のづくり。そして高収益企業ヘステップアップ。小さな会社は弱者の戦略
を遂行する。そのためには、自社の身の丈を知るの自社を知る。特徴ある
ものは何か。その特徴を磨いて、 「強いもの」に育てる。いずれ 「一番」
になる。プロセスを踏んでいく。その時々に 「身の丈Jはある。 「身の
丈」を逸脱すると、破綻する危険性が出てくる。

ちなみに昨年、秋篠宮様は大嘗祭について 「身の丈に合った形で行 うの
が本来の姿ではないかな」とい う発言をされている。

プラン変更

11月 7日 、ワールド・ボクシング0スーパー・シリーズバンタム級決勝戦、井上

尚弥選手とノニト・ドネア選手 (フィリピン)をテレビ観戦した。試合的には面白

かつたが、あの強い井上選手があんなに苦戦するとは思わなかった。

翌 日の記者会見を見ると、1回終了時には早い回での決着 (KO勝ち)にな

ると想定した。しかし、2回にドネア選手の左フックを右 目に受けた。井上選手

は瞬時に、早期KO勝ちから12回戦い、判定で勝つポイント稼ぎにプランを

変更した。セコンドの助言ではなく、自分で決めたところに驚く。自分で戦っ

ていながら、頭は冷静。プランを変更できる引き出しがある。日頃の準備がな

くてはそんな芸当はできない。

6回終了後、井上選手は、ポイントをとっているかどうか確認。リードしている

と確信して、7～9回は捨てて、10～ 12回に攻勢に出るプランに修正する。試

合全体を把握して、流れを見る。但し、9回にドネアから右ストレートを受け、

井上選手の膝が落ちかけ、自らドネアにクリンチをした。こんな光景見たこと

がない。本当のピンチ。井上選手の言葉では、「打たれた瞬間、息子の顔が

浮かんだ。それで持ちこたえることができた」と。最後の砦は、「家族」。

11回に左ボディーを打って、ダウンを奪い、その勢いで12回を終え、判定

で勝った。ドネアの体力が落ちるのを待つて、狙つていた。変更されたプラン

を実行した。更に驚くのは、右 目は骨折していた。右 日ではドネアが2人いた

というぐらい異常だった。それを相手に察知されないように隠し通した。

「兵は詭道 (きどう)なり」(孫子の兵法)。 戦争の本質は「偽りの方法」である。

敵の裏をかいたり、意表を突いたり、偽りの作戦を展開する。または相手に悟

られないように隠密で動く。

今回の試合で、井上選手のただ強い選手ではなく、瞬時にプランを変更で

き、冷静に試合の流れを読み、相手を編すことができる知性の高い選手であ

ると証明した。

学ぶべき′点は多々あった。それにしてもすごい。

―切の概念から解放される

智慧があるというのは、心の中に先入観や価値判断がなく、

さまざまな概念で固まっていないことなのです。

一切の概念から心が解放された状態です。

価値判断にしがみついた り、知識にしがみつくと、

心は柔軟性を失って固く狭くなります。

その心には、新 しいものは何もありません。

智慧のある人の心には、何でも入 ります。その瞬間に判断もできます。

しかし、それによって執着することもなく、また空にもどるのです。

「ブッダの教え一日一話」(PHP研究所/アルボムッレロスマナサーラ)よ り
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